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〕
撰
者
の
西
沢
一
風
（
党
文
五
I
亭
保
一
六
）
は
、
西
鶴
没
後
の
浮
世
草
子
界
に
あ
っ
て
、
時
事
巷
説
に
取
材
し
、
古
典
を
や
っ
し
、
歌
舞
伎
や
浄
瑠
璃
の
趣
向
を
仕
組
ん
だ
一
連
の
作
品
に
よ
っ
て
新
生
面
を
開
ぎ
、
浮
世
草
子
の
読
者
層
を
拡
大
し
た
。
ま
た
、
書
陣
正
本
屋
九
左
衛
門
と
し
て
、
歌
舞
伎
狂
言
本
、
浄
瑠
璃
正
本
の
出
版
を
手
が
け
、
後
に
は
豊
竹
座
付
き
の
浄
瑠
璃
作
者
と
な
り
、
「
今
昔
操
年
代
記
」
（
亭
保
―
二
刊
）
に
、
浄
瑠
璃
の
故
実
・
見
聞
を
書
ぎ
残
し
た
。
本
書
は
浮
世
草
子
作
者
と
し
て
の
一
風
の
処
女
作
で
あ
り
、
西
鶴
の
「
好
色
五
人
女
」
の
影
響
を
受
け
た
好
色
物
。
挿
絵
は
蒔
絵
師
源
三
郎
風
。
元
禄
八
年
か
ら
―
一
年
に
か
け
、
京
、
大
坂
、
生
瀬
、
江
戸
に
起
き
た
男
女
の
愛
欲
に
ま
つ
わ
る
五
つ
の
心
中
・
殺
人
事
件
を
取
り
上
げ
た
。
西
鶴
以
来
の
諸
国
咄
の
形
式
を
踏
襲
し
な
が
ら
、
内
容
的
に
は
、
人
々
の
記
憶
に
い
ま
だ
生
々
し
い
実
話
を
素
材
と
し
た
と
こ
ろ
が
新
し
く
、
当
時
、
際
物
狂
言
大
流
行
の
歌
舞
伎
界
の
風
潮
を
大
い
に
意
識
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
書
名
に
「
新
色
」
と
謳
っ
た
と
こ
ろ
に
、
従
来
の
作
に
な
い
、
新
し
い
題
材
に
よ
る
新
し
い
好
色
物
を
、
と
い
う
一
風
の
意
図
が
窺
わ
れ
る
。
当
館
に
は
、
掲
出
の
完
本
の
他
、
巻
一
・
ニ
の
端
本
二
冊
を
架
蔵
し
て
い
る
。
（
特
別
資
料
ヘ
一
三
•
一
四
四
八
）
こ
ち
ら
は
原
装
の
ま
ま
の
大
本
で
、
題
策
は
痛
み
が
甚
し
い
が
、
「
絵
入
」
の
割
書
と
巻
毎
の
小
書
の
あ
る
こ
と
が
か
ろ
う
じ
て
見
て
と
れ
る
。
本
書
の
伝
本
は
極
め
て
少
な
く
、
現
在
所
在
の
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
の
は
、
館
蔵
の
二
種
の
他
は
、
故
江
戸
川
乱
歩
氏
所
蔵
の
一
本
（
「
日
本
古
典
文
学
大
系
浮
世
草
子
集
」
所
収
）
を
数
え
る
の
み
で
あ
る
。
芦
仮
葺
与
志
（
西
沢
一
風
）
撰
半
紙
本
（
改
装
）
五
冊
口
絵
解
説
し
ん
し
き
ご
か
ん
し
ょ
新
色
五
巻
書
五
巻
絵
入
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